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研究成果の概要（和文）：本研究は、今後我が国の医学教育で主流となる、参加型臨床実習を念頭に、多忙な臨
床現場で教育効果を高めつつ、指導教員の時間的・空間的負担軽減を図るという相反する目的を達成するため
に、ICTデバイスを活用するとのコンセプトの下で計画を進めてきた。まず我々は授業の一環として実際の外来
診察を想定し た医療面接実習を行い、その中に我々の作成したArduinoを基盤にしたセンシングシステムとスマ
ートグラスを含むICTデバイスシステムを導入し、主観的および客観的評価を中心にデータ収集を行いその解析
を進め、その有効性を評価した。

研究成果の概要（英文）：Outward education for medical interview with simulated patients has become 
popular in medical schools. To improve the quality and efficacy of the education, we herein propose 
to introduce next generation IoT devices including smart glasses. We implemented a prototype system 
with Arduino, and verified effectiveness of our scheme by trialing it in actual classes.
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１．研究開始当初の背景 
病棟在院日数の短縮を背景に外来での診療
指導の重要性かが高まっている。しかし外来
での指導 は効率かが悪く時間的制約も大き
い。そのため外来指導は診療参加型臨床実習
(CCS)をはじめとする教育には理想的な指導
環境とは言い難い。これは CCS の時間の創
出のために犠牲を払う多くの 施設にとり実
質的な教育レベル低下につながりうるため
大変深刻な問題である。 
 
２．研究の目的 
今回の申請は、近年開発が進み注目されてい
る次世代型ウェアラブルデバイス・スマート
グラス（メガネ型端末）にリアルタイム・マ
ルチスレッド対話システムを搭載した医学
教育システムを開発し、その学部生の外来診
療指導における有用性を明らかにすること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
1)リアルタイム・マルチスレッド対話システ
ムをスマートグラスに搭載した教育システ
ムの構築  
2)外来での学部生を対象にしたマルチセッ
ションの指導への適応、医療面接技術向上の
評価を目的に以下を行う 
<平成 27 年度> 
・ 1 台のサーバーPC で 4 台のタブレット端
末を制御しデータ収集を目的とした基幹ソ
フト作成 
<平成 28 年度以降> 
・ 本システムの安全性、質、量の評価、そ
のフィードバックを元にしてのシステム改
善  
・ 本システムによる介入指導と従来型の介
入指導との比較による有効性の評価 
 
４．研究成果 
本研究は、今後我が国の医学教育てで主流と
なる、参加型臨床実習を念頭に、多忙な臨床
現場で教育効果を高めつつ、指導教員の時間 
的・空間的負担軽減を図るとという相反する
目的を達成するために、ICT デバイスを活用
するとのコンセプトの下で計画を進めてき
た。まず我々は授業の一環として実際の外来
診察を想定した医療面接実習を行い、その中
に我々の作成した ICT デバイスを導入し、そ
の有効性を評価するとの方策を採用した。
我々の行っている医療面接実習は、実習生 
数人が 1つのグループとなり、医者役と評価
役を順に交代しながら医療面接を行なうも
のである。平成 29 年度は昨年度より用いて
いるArduinoを基盤にしたセンシングシステ
ムと併用してその主観的および客観的評価
を中心にデータ収集を行いその解析を進め 
た。本研究ではグループ間で行われる相互評
価に着目したグループ内評価支援方式を行
った。スマートグラスとして Google Glass
および Epson Moverio を活用しその上でプロ

トタイププログラムを導入して学生実習後
に評価を受けた。その結果、1)グループ内評
価支援方式では従来の実習の流れに付け加
え、面接終了直後に全員分の評価内容を 1つ
にまとめた結果を提示することで自習可能
であること、2)評価結果を参照することで指
導医による遠隔指導が容易に可能となるこ
とが判明した。実際にシステムを実装して授
業中に試用することで、評価役の評価と指導
医の評価の一致率は約 74%という結果を得て
おり、指導医がその場におらずともある程度
グループ内で自習可能となることが明らか
となった。 
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